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ぉ名 MR -14 D 

MR -16 D 

' 取扱説明書） 


ち < じ 


まをのために必ずお守りくだせい …… e 


各部のなまスと付属品… . .………，，曰 

据えつけから運菌開始まで………… -‘4 

温度調節のしかた… .. 5 

使いかた . 5 
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•巧截室の食品凍結について 

♦かのつくごかた 


お手入れのしかた…‘ . …… • ••…6 
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■傳導 
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•冷感庫を姐分ずる 

お障かな？と思ったら . ……7 

化樣 .. .一" . 曰 

保証とアフターサービス’ . 曰 


^おことわり--- 

この巧お巧喝蛋は MFM 6 D をちとじ點のしておのますび 
MA - t 4 D はけ巧品のは巧が一部異なるだ口でをいれには 
回しです因3バー巧 



■ この取扱説明書をよくお読みにな D 、立しくお衝いください。 

巧に「ち全のにめに必ずお巧り < ださい」はご律用前に姑ず読んで正しくお便い <ださい。 

■保記畫は必ず「お賈上げ曰*賴壳店ち J などの記入を湿かぬて I 服商店か弓お受け取りください。 
■巨又扱説[诉重は保罰言•「云菱電機惶理瓷口*ご相談盈□のご案巧」と巧に大脚こ f 虽琶してください。 
■この冷蔵匡は一般頭庭での食虽の冷凍*冷屬保巧の目的で作与れた聲品でず。 

業務用には業賴用冷凍冷扇/!をお極いください。 

■この製品は巨本国内周ですので曰本国列では锥用できません。 

まに、アフターヴービスをでさまだん。 

I his appftancG is d 白 si 呂 ne が。 r use In Japan only and can not bG used in any □て her country, 
Mo serv が n 呂 is available outside of Japan. 
































B まをのために必ずお守 D ください 

♦结つた巧扱いをしたとまじ空じる危按とをの桂意を、 ijf ち、立ま思のまをで径3しで、龜巧しています。贡をの轻時は奇甲で商明レていまな。 


A 警告 段つた巧あいをしたと夕に、巧ごや面恩などにおびつ<巧度なガある屯の 


地震にそなえてで夫な壁やをに固定する 

冷な座が倒れ、ケガの原因になリます， 


Eflrt 肢と 


口4ぺ^—シ 


7--m 


0 


アースを する 

アースが不完全な巧をは.を巧‘贼抑原因じむります. 

丘4ページ 


水のかかる巧や湿気のをい巧への設置 
を避ける 

泡 i 不剧こよリ，盛お-火ぶの原思 I ゴょリミす. 

のべ—ジ 


水洗いした U 、 食汁をこぼさない 


* かけむ 


負おびかかると.席ち■乂災町を因になります. 
すく’ f 。、 きなってください， 


:令蔵庫の上に水を入れた留器を置かない 

巧る部品じかかると，感を-典:^，巧商度しなリます 


0 


巧ム 


K ' 巧と 


袭なや学術試料を保存しない 

谋しいち巧'がぶ、要な物は> を蛙用ち就おではが巧でさま 
せん。 



«巧: 


0 

谷と 


0 

结止 


0 


分 w 揉と 


揮発巧の引おしやずいものを入れない 

ペンジン-化据お-ををがは、引お > 巧発の巧おになリ 
ます， 


巧がなスプレーを巧くで使わない 

巧な接冉.の火巧で引火-义ぶの思因になりまず 


ドアにぶらさがらない、庫内に入らない 

冷哉巧が材れたリ.ケース巧が割れてケガなどの原因 
になりまず. 

また、子せ t が雨のに入り.問をのられ々とを場です。 


ガス焉れに気づ L げこら冷励寒に触れず* 
0窓を開けて換気ずる 


巧な 


笛黃巧点の化な I こよリ旧発-火'おの降因になりミず 


廃棄処分するときは 

0ドアのパッキングを引っ張ってはずず 


で巧が巧じ込められるとを暖です、 


ill ソキ >か’ 
はすす 


電源プラダを冷蔵庫の背面で巧しつけない 

0 巧損し.火共め垣因じなりホす. 


•一つ•け' 


傷んだコードやプラグ、差し込みが 
0ゆるいコンセントををわない 


乳 


電源プラグはコードを引っ張って抜かない 

蛋脯ブラグを持っておいてください， 


妄止 


0 

がに 

s 止 


Q 

切 W - 
誦玉 


巧な，是化のが埋じなります. 


コートがおみ.硬巧*を义の桿因じなリます 


電源コードは惕つけない 

産い物をのせたり, はさみこんだり.加工した y したい 
まと霜巧にのげたり.引っおったり.とはねたりしない. 
袖おして.巧をや义おの席おになります. 


電硬は交流100 V で定な1 5 Al ； l 上の 
コン七ントをおおで使う 

妈長コードの使巧，夕つおお掠は*お朝■化が巧原因じ 
なります《 


電源プラグはほこりを取り、コードを 

© 下向きにし*巧のお元まで差し边む 

J ほ^りか针をしたり.巧おが不完まな場合は拽巧が化お 
;巧; の商因にな! J ます. 


を 

7うな由’’ 


庫巧むのを換やお手入れのときは h 
電源プラグを抜く 

巧軍.ケぶの原困(-む U ま t . 


冷哥庫の上に不巧定な物を匯かない 

ドアの隅巧などで落下し、ケ乃の馬因にむります. 


を 

巧でけV 


長期間ご桂巧じならないときは、 

電源プラグを巧く 

を裸削た(こ去るが西*踊巧.，火おのお进になります， 


か解' 修理-改造をしない 

ケガ I 商巧，おお巧原团になり云す. 

行お，巧をか必要.なとさじ.战巧店へ■-巧島くたさい, 


異常時(こげ臭いなど)は、 

^電源プラグを巧き、運転を中止する 


i 巧ヴをわ 


ちホの去ち*おを巧ゴると5祖■火巧の時国じな L, i J . と5い上 r 
の巧去.里また’ i r 云る巧巧民皂巧コ，し扣 bs 口，じこ巧がくだ さ.，、, 
















































I 函祖号のを巧は巧のとお 0 です, 


止 

^设ぉ巧と 

③ぉぉ貫止 

^おがにホをがけ 
と y しない 

〇甫ホじない巧う 

を取がラグを抜く 

@ア-ス蝴ち疏 

抬.がにめれた手1 


A 注意 熙つた助のいをしたとさじ、《巧またはまお-家ななどのお S じ巧び3くもの 


〇 


わ 


Q 

すじ B 
1クけ 


Q 

)ゴけ二， 


0 
杭 aw と 


運搬する時は、2人な上で持って 
移動する 

持ち■.かたが曲し、とヶおな との原聞(こなることがありま 
ぅ L / 日べージ 

巧が丈夫で水平なところに調整敞で 
しっかり固定する 

冷西油—がか I れてケガの歷因心なりまず. 

\_t 4ぺ〜ジ 


ドアは取りつけ部やドアの上側、 
下側を持って閉めない 

化をなさむなどケ丸の原因じなることがるりまず。 


冷凍室にビン類を入れない 

中身が巧って到れると，ヴガの馈因になりまず. 


0 

结止 


ぬれた手で冷凍室の食品や容器[づ4がよい 

巧巧の原因じなります， 


か■口よ‘ 


を威庫背面の機械部に手を入れない 

ヤケド.クガの陣因になる；:：とがあし I ます， 


:抽 H 止 



冷蔵庫の底に手を入れない 

殺板などでケガをホる想因じな y ます， 


0 

なと 


におったり、ををした食為を食べない 

を中逼やお気の厢适になります， 


食品を無理じつめ込まない 
棚を強く引き出さない 

食品が更子し、 ケボの席逛になりまず. 


〇 


ドアの開閉は、ていねいにする 

ドアを结く巧めに U すると劉れた Ij が.降の面因になります. 


を部のなまえとが属品 


MR -1 よ D MR '160 


トツつ’デーブル 
/—/晒がおお‘'日 ct 、 
/ 、面巧約3日で J 


_^冲雪晶度别前つまみつちべージ 
おが m 
巧が指 


ぶ厨 呈遇調節つま み [1^ 5へージ 
.去构す J 


ち哥孝挪 

乂 

2 

3 

中 

1 


フ1」一たース 

1 


♦下の因は MR -16 D で巧巧しています。 


师よが MP - に D 


-百货口 

马^1311は巧ホこ石|〇ずす 



項星が 


\ WR -14 D 善3すの遇巧は間担]思巧 
I ’ 30でて思ちを入れずに 

k ツきち化’,恩ちげ’だす 
レにとふの巨がてず， 

:品を助節コまろに巧ぶ 
重を「羊 •_ 、.ちち章を 
け」〜「日 J じを0だて 
しほす. 

ドアの閒巧*占採おのち- 
A れびたにより廷ちに 
堅化，-^ます， 

の !1巧ぷ巧だ)はひ0かた 
一子'?へ一; J 


；7'-1—すな y •一， K 
的口がみ _■ r-rjC 

ぷ巧习お 
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ド 据えつけから運お開始まで 


の 


正しく据えつける 


本まで水平なところに 


I 巧巧樹な.化す巧じつ C ぶ5じ画し、ぶ 
平じ芭定する，<お的り控官の应じ） 

I じゆクた hr ，»，面化ビニール巧など 
の策材な、下じ丈夫な巧を货<, 

(がじぶる姿お。を培の的化） 


也ま歷 - 

ホ受ちなところに思えつける覆を 
は、なまな板を巧<,怖を晒な倒 n 
て、ブガなどの巧贸） 



A 客舍 


をが巧晒巧らのネジ比めなどの巧宜 
はしな U 。 I 

をが巧がなの邸じは巧おの请巧の巧 I 
n る M イブが埋めこまむでいるた； 
め、タジ止めなどち行ラとな巧-貧 i 
父やな巧の巧思じなの ま 与9 i 


_他の機殺なら雜れたところ 


* テレピなどへの馆宣か哄嶺巧おわ音防と 


巧気-显巧のかなし\とこ5 


•巧ち•富お S 化ガ友たると、ちえガ苗 C なつた巧を巧のムグじな均まず • 
•湿巧巧をいとさびやな留の屏困じなのます。 


巧西に巧热スペースをあ口て 


•すを囘ヴみななつ化り、短面に切をはりつ^けると、旧! 

巧を巧が巧えガ恐<なりち雨巧のムブじなりずず。 
•すを巧ヴみないと、巧恩证のな巧によ0まなをなどの 
患巧をを巧めることザあります， 

• 巧面の堅じ喊むると按お]や技^ヴすることガあ。ます • 

■ 本巧が面で1圧指 W は巧< な0ます. 


慢 L 1怡めやを1ちはお]日扫 〜 (scrc W 上じなることちを I うま3, 




瓜を百 , 

エ坦 I • 巧い班の巧-お下吾など温巧りホ巧のおる 
巧巧に据スつけるとをはなすタースする.（强巧 
のを因） 


ををコンなントじ夕ース飾子げ巧る进合 


►又ース按を巧い、夕^スお巧打じ（か担ち）じ运お 
し、夕—ス扁すじのりつける。 

なお、尹しスなじついて技吸巧店じご巧防くだをい。 


.で _ 


• ぶ-、:^な 

スース巧ちスジ 


タース錦子ヴないおち 


I お巧上げの時贵店に巧巧し、只ースエすの 巧 化紙]: 巧. ち巧）を争る。 


泻巧してはレけないところ 

I 化巧营，タス吾<巧驾‘引乂巧お因）巧宙巧のでースや を逆 m 覆恐沿とを暗樹 


糊 Z ? がのぶい な 研こ巧 S する 巧 台 


‘リースの巧に巧巧し々を®めな S ガ歧巧でを ag とげの巧托垣にご巧沒くピさい U 


巧霜にそなえて 


曲ミ告 -- 

巧面上扭のごが資巧にでまなべルを通レて、里やを 
じ国定する。牌な巧か削 n てクづなどの巧茵 J 


‘お热 巧 巧杞度巧化べル K (棟を品)は、巧巧上1ブの巧巧巧 
じご巧按ください. 




固定巧テーフを巧 0 
庫的をふく 




お地を.んれた能 W 昭指]应本体の现あ] 
び巧くなりをす扫墳 g ではありまだみ • 
1口7をを呪レてください> 

な、法巧の呼同時を渾お巧巧 < なのま了. 


の 


4 〜 5 時間をに 
食品を入れる 



司盟の忽巧巧巧し VS 盛などじ语えつけご 
賠な、沒品ガ十巧ちえる至でじ約 W 脂间 
巧ヴたることガぁ〇ます巧で、蟹曰に;^ 
义具ををお淀かめください•及、でイスヴ 
ソームがは、巧巧ガ十巧巧えて巧らを宿 
して < だをい*^ 


i 巧功はをしブミス子、ジク放に巧いけしますだ、 
巧巧が巧えてく 〇ばら < なをます* 

司迎の思思州亞いさがじは、ち巧をみのてち圧 
巧ちがなぐじ回ららいことヴち〇まザ. 


4 - 






































































































































温度調節のしかた 


ょ J s 御す「中 J のを田て離いくだちい， 


お* 进巧柱 で J 〜「日」の卸で方世いくだをい, 


お I »中 I ( お(き) 



巧巧辜適度巧を 


つミみ 


ずし',/-’む 


'の 

西 

姆 


さをなど'ご請ホをめあをゴがし1とき* 


I ち . 笠 I' 巧 A バ绍いとさな I 'も囲に，ぶえすきめ 
巧み、とちに,-弓む现じおがして < ださい . ) 


お化役捕ヴないとき， 

巧用巧のホ巧均;呂を巧な.するとき， C 1力円巧が；! 


ち恩至温良巧通 


/"口、 


強.. 


.1 .* 弱 


つまみ 

倍。ぶた 

理心 

さをに-巧 < 巧クしたいとを。 

固〜闻 

盛巧 

■ H 巧 

;ちぶすさと0ホおしじとさ* 


まぶや巧巧を件によジ巧①よクなつまみの顏巧が化まです。 


をモなどちぶ里のをえが面いとき 

-ををなどめ周闽 里盛び化 いときに を巧を巧つ まみを 
ても点ホ更の;おえう嘲い城を 


nsj 悟りこし 


► 


史まなどをが至のみえが好いとき 

•巧をなど 1 ^ホず宣のつまみを[お」[を)で括っているとき、冷ち 
をのちえが弓自いをさ 

-あをなど,巧凹;直度加巧いとさでドアの阳肌がぶしいとを、冷な室 
のつまみを「括. I じしてもち.该宣のをえがない巧合 



ち课蛋つまみは巧」（を)のを旧じする。 

ちな享つまみは•■结」圆 I ごずる6 

(ちお驾の忌度にホり互掘斑の巧おをするか B て-す） 

• をがおじちお]の方结ま 0 、ち连妄をちえまげ。 

なさをなどの固超お I 哥ガとげつた持は宮つまみを r 口 」I fa 」 〜 t 己 J 
のに H じ段して < ださい， 

な凍室のつすみを「巧」県 A 貢写 ' n 
■ 巧巧ガな廣登へぶ 0 - 圣く送られま苗。 

を逞おして;ち巧星つまみを r 巧 J 刚じするとな巧負おゴかるむこと 
ガおりなす.， 


使いかた 


上まな入れ ガた つめすぎなし、で f — 包んで-〜^戸一^って 


な、し、て こ K 冷ずしで 


巧なをの食見巧ちについて 


ホのようなとをおを内の巧品が巧おずることがあり5す。 
i を面至ぶ是巧なつまんを「巧」のままじしておいたとき， 

おちなときじ(奸は「3 J 〜け」饥位 a にんど.してください。 

■ ををなど苗亚風まが5 でが下になったとき。 

• 化るの妾い巧北 f 宜風 • 巧巧.取を ij か曲の寅の巧や•チルドトレ 
イ巧に譜いたとき，{巧おがを□がおるため3 
か巧のをいち品はち前に S <ようにしましょう。 

巧ピシ巧にん'つじ n ふ々 Wjn 巧 fcfi した*を‘ビ ンゎ yw でるをむが友りまて ■ 
* 妨いものをモのまま入れごとを、白わ湿な或おがにな! li がをじI 
ろえすぎたりる品の;»巧の原旧にむりまず。 

^也’;主意-=— 

ぶ巧をドア13ド7拟リつけ部を 
巧って巧めない。 

こ芋指をはさむなどケガの巧因） 


氷のつ<ひ巧ち 


• 水は水むお(みが)を三えないよコじ A れる. 

かを入わずきると氷が巧れにくくなりまず. 

•ミみラル巧が■を.をく曾むおにネラルウ3 -ターなど）て-おホす 
々と円を か殺が- 抵カルシクムめ巧な；ができる巧をげあり至す 
か.达!よありません. 

■ においを按しやずい食品を人れた巧ちはホににわいがつく巧含が 
あります、 

■ホのなり a しち おがのを 

ひれるとかが固り出廿まず. 

■ おはを削巧巧巧寸ると臣をし 
て小さくなりミす. 

■因のように.砂承配をおり巧け 
るとがれることかみります. 

■巧み這て-拟おすると智'捕が刹 
れることがちります， 



\, 


、公 I 


占 一 I 



お願い 


• おなを-つめこみす言る.:ち卽巧おび,罪 C な0ホず. 

すでち1ミをど巧成単をを腔‘垣としないをのは入れない巧び:で巧! 
びに < 悼を;令ミ]巧管ろよくな0なす. 


■ 卜 ’.V フテーフル责面び 1 DM ： 宜控ミるぶうな巧閣回けーフン h- 
スターなと ) な、 R だ巧いてくた — さい . 

' が鈍 ; 置 , 吾 1 日 0 ご :^ 

* 巧媽の資乂口誓ぶ别[尚巧、麻巧をき巧）なみむないで<ださい, 
(口時ぴちのると、さて Jf だ巧別6のを因） 
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お手入れのしかた 


月に 1 巧はち手入れを 


おを入れの前に 

S 患フラブ巧巧< 

业ぎ告- 

巧かないと、箭巧の原愚じなりすす。 


ポケッ h * * のはずレかち、巧 0 つけガた 


:山の巧ののでべ存巧し広け、 

み上I三巧ろ上けなびら丰おにこ:. 
■ おジつ【了るとさじ.印;巧はずしの 
をのさり邑て植実に巧ってください 



巧やちれをとるとさは 


* なじなるま;吾ひ括おお中たを到をままだてみ 
巧刑なぶく き恥る 4 

• 卜ッ车シクや西巧巧け巧の巧糖に巧かレム-う位なとびつい 
たまをにシておくと k 別れたりおんた口します，と<じドアパッ 
4 ンヴの " F 利はち n 巧すいので，，音んりじみさ取る. 

瓜を普- 

か佩や巧巧に国按氷を甘なな U • (故巧ク思巧の原思） 


お願い — - 

■ 化尊ぞラをんでご往拒の懲ま、衍茂のぶ思$じがつて < だ 
さし 、 U 

■みづ吿巧、 の巧じん、 S ? つシ、ペンジン、シンナ ー 、でル 
コール、 6 化.核、防另などは巧冯しないでください。 


柄 i •壁•巧の巧掃 


♦巧齒、梧， をの奇れをふ巧-度は;まこ 
りが巧ずつむ巧,あの巧预じよ0細な 
いちこり がが 恩してお く.连むやすいと 

ころです。 ホコリ 


.ホ註意- 

巨おがI吉高湿じなるので固巧ふれな 
い。巧忌巧の意じは手を An な U。 
(ヤヴド、ヴ巧の陵因） 



S 時巧 


巧巧邸 


* ち巧,巧を宇前に引さ化す。 

•ののようじとに技ちとげてなすす ■ 
•おのつける旧る‘は、つックじな勘10 
①巧でつけ忠ををし込み撞美に巧 
し达巧* 

(均し这みガ足のないと、ち’挺かの 
巧困〕 

•巧综皿ヴほこ0などで巧れでし、る 
と巧党しじ << な口、化ガあ J& わた 
0活贵の括西にな口ます。 



巧巧皿 ;: 巧玩 C で ; u まヴ I 


あ手入れをのをを席横 

zi-Kv フラブ、ごンわン h ■の点货 

巧混コードでフうヴパ巧んでいませんか 6 
巧をフラブに枝こり巧だまつていませんで。 

巧巧ブラ.ブに房おな巧ななど枝ありまだんか。 

つンで> I-ザなるんでいまだかか. 

巧受了 3ブはしっかり軍し込み'よしたか。 

一也管告- 

巧おコードクブラヴ灯おんでいた0、 

ほこロガた寺つていると贸巧や义 Hi 一 

のを因じなのます。 


•電庶フラブを巧さ、巧に差し泣むとさは 
5 巧な上、樹をおし、て 

す CI こ差し边むと满がご辅撞ヴかな0ます。 



こんなとをには 



移面 .9 が 


長期巧巧わない 


■ドでの間巧をぶ 
なごする0 
•巧しい'房品の町 
窗はさける, 



I ■わ打の巧巧 


公を告 

お定のを巧 U かのものを化うと火! ii の巧固じなリすす, 


-冷が宣をの，盈，異驶節》 
刚の征巧巧をにず n ， 

-巧巧’ ni 王1 10 V > 巧'’か 
づフス巧おおて如， D を 
F を現を巧,'こておザ 
めくだごい. 


も口け;-卜 



巧巧巧ゅるの 


»度品を取0出し、忍を证ク巧が四の 
氷を控てる， 

一成ま冨- 

ぶがするときは2人な上で前涵下 
邸のの部と g 面と班をしつな0 
挖つて核のする。（をちなたヴ恶い， 
とまヴすべ〇ヴ巧などのを因） I 



•拓居などでのぷ黄转、横巧みしな 
い E (政おの巧因） 


巧！!?を巧<。 

(培緣お化じぶるを巧，闻巧北おの 
巧固3 

•巫:晒を离いてなら甫巧をち巧し、 
2〜33荷ドアを問けて軒额さピる， 
■ r . 朽操び平十分のおち，'乃ビ'におい 
の巧因およけ、ぶ瓦巧巧宫じょを 
ちな（巧ス]ち〇の是巧じなりすす， 


倒 B 庫を巧巧する 


ド片バツキンブをはすす U 
' [子朽ヴとじこめられると危巧:| 


* ド JV !ッすンブは引つ巧つてにすな。 


- 6 - 








































が障かな？と思ったら 


巧理を巧巧する前に、こ文のことを点おしてください e 


まくを文ない 


I 户 


よくをえない 


ぶ商室の貴おが巧おする ！► 


巧巧に堀や屏がつ< 

水が庫内 I 巧にあふれる 


外側に巧がつく 


音が大きい- 
気になる音がずる 

巧のような密は巧苗では巧りません 


!► 


ドアが巧間のに稱く 


iffg ではありませんか。 

I«巧プラグが拓けていませんか。 

Iブレーカーやヒユーズが切れていませんか。 


•おえつけ怯.巧なに時問がた っていまずか* 

(夏巧などはをえるまで I こ24ち問化かかるこヒがめります。 J 
■通を沼なつまみが「預 J 祝になつていませ/ U か U 

■ き-巧ぶ巧室の冷えが巧し、とき*满巧室わよびぷ面巧な化巧あつまみを「迸 J 间にレてください， 

: 争 5ぺージ 

■ 担お曰ホが当たり、 巧くにレン y などがみりませんか， 

•ドアをひんばんにおけたり I 半ドアになっていませんか U 
* 輯いものを入れたん巧品をつめずぎていまだんか* 

巧品は用迎にずミ阳をとって入れ T <ださい， 

* ぶな化巧姐のずき脚はなかにをけてちリまずか。 

■ 巧是でが:化□をふさいでい5せん。， 

■ $帝命な A のち文が强いとき. を巧な遇煤弱をつまみが r お1 になっていませんか。35べ^ジ 


口日ページ 


■を保ちの端化が的つまみが r 过 J 測になっていミなんか。 

ぃ启えつけ！*巧のち'忍が5でが了にむっていまだんか* 

■ かかが去く薄りやすし、度品を 粧の毋 j こ入れていま せんか。 

を巧 ■ 巧巧*巧校!などホ分のをい苗:為やのみお f などは羊的に a いてくどさい。 
ぷビン巧に入つにのみな巧り qft 括した31を.ビン占巧が t する愚れがをります。 


卜! 

h 


* ドアをひんばんに师寸たリ.々盐があたつ了半ドアになつていま でんか, 


» 巧馬などの湿頂が巧I 、ときにをくつきまず。巧いた巧でふを取ってください, 


■ 用取り巧はちが大きくなることが巧りますが、离巧ではありません。 

•闲をホくような巧[ジユ ー) や、水がなれるようなちや、巧雇ずるよさなち(ボコツ)は巧な[ガス} 
の巧れるなです。 

• がを聞けたとをなどの’水活が巧ちるぶうな昔は. ま巧にみの受かい空をが A んブラスチックが 
が胶弓民し発ちするちシミ巧です。 


I 班め たのの皿圧によるもの でず; 



巧がバイブが A つているためです。巧的のを品には KRI よ巧りません6 

巧に巧煩を入れた時も麗巧は巧己〇〜60でな上になるがをがありますがちやず ためじか货な 

巧おであり泻巧でけありまだん。 


モれでもみ合のをい時は，すぐにお毋上けの販巧店じご連殺ください。 


西巧湿度のは巧 0 巧た‘ ■【自動箱取じついて 


巧留雁に、 JIS に基ついて於巧な品,均を理の下で主をしていますヴ、雨内の君おは,で;鼠巧の居付がお 
や开気温-.を男を件などじよ0巧化しをす。しかし、中の良雨は S 曲前役ザ化分であるため、比曲ヴ 
スぎく、その温度は骂巧のよラに大さく翌化はしまたん。化って、一がのをち忌度をかる•温をがぶ变 
化のみないをおお.ちの鹿定ガで S まはん。そこで、空をなおのお《を君けじ C く、島品に巧い為なを 
示すちが巧ち是度.がを常売してい里す，ご田 A の探 IS 巧巧とげのお巧括でご巧険くだち’し v = 

なお、一おめでルコール晶.宵かで冷暗,巧巧の苗品相当お度をおる级合は、ち面巧中没の猫の巧でじの 
1口 Dmi の化をんむた留おを旧を、惊忌窗中に3時尚程度巧レておきますと、な品に巧い温なガ得 
らむミす。 

■ 巧巧急をにド戸約轴のかない夜間などじ温度わを A れ、巧が巧巧にドでを開けた時(温®ガ巧をし 
た時）じ剛定して < ださい。 


* 巧おりの悟巧ご巧おりがのの埋な 
甲愛てす. 

曲亚の巧巧 nn じためI巧巧ごだ 
、てず. J 











































































































J も、心— J 


お 

を 

MR-HD 

WFM 石 D 

巧 

巧 

ぶぶをお瓦 

疋巧 

巧昏巧 

-K 置 

1ぉ禮1;1 


巧 

4 B 0 rr>m 

外円； 

3 边 1 典 巧 

5 扫 4 mm 


f ぉさ 

I 2 nmm 

1327 mm 

巧 

K 

mq 

35 k 口 

祀厢 

左格 巧 圧 

IDOV 


定巧のぶ软 

民 0 •ぶ OH ? 共吊 

巧が! お定巧;肖を あ 力 

巧り？ W 

き柄お相自恥15則ち:' 

113/113 W 

迪 巧 

巧力 a 

ぶを室ド？の内粒こ虽示し'ていミす 

巧 巧.コード（ち如をさ》 

1 & 5 m 

苗请 

ずの記ち 



冷蔵をの巧宮镇について 


冷凍室の性能について 


このをををの冷:虫をのた能は口…, フスースター} てす—冷ずをのせ 
ff 目は日ぶエを抵巧 ( J じ C 9607) にまめられとち；まて-な拉しと占を做を 
ぷ室内の冷巧を雨芯度（を 敲互齡 によコてま示してい主す ■ 


記 写 

お巧を每ぶ昼[自品宝巧} 

ち击身品巧を願の巨ち 

«た-^ (ブ 4 —スター ） 

-18 に凹下 

約3々巧 

百立 いンースター 1 

-12 でむ下 

巧い】耳 


雜 JIS のな験;が王はぶのとわ U でず， 

川が‘该室巧;‘直巧が〇こ。下とならない苗 i 固で巧も巧い;を唐になるよ 
う詞をして社铁します。 

刷ち威雨の溢'えつけ 操がの::基度は t 30でのを囲を基;をとしています。 

切;をぷ堂を巧巧容巧1(〕日 L ちり,1.日叫 U 上のを品を引時 P か。巧に -10 
でな下に巧が rc さる;々ぶ宝をフォースター室としています， 

•をザ詩荒の貯场巧問 

がぶな品めお杨期間は、聋品の巧漂、なま目での時あがお.冷.巧巧 
の使巧某件などによってちなり.上の軍.の巧巧 H ま一なの目安です. 


■を巧巧容巧は，日本エお捐巧 UIS CS 301) I こ岳づ.さ，產巧部品のうち，ちやすがおにが•ぶが。く，エちなしじはずサる耶 I 
やケース等を.けでした化巧て-なおしたものです，この定巧巧奋巧 I こは，を品の納スぺ一乂とが贵相ち又べースを含みます。 


冷蔵おの消資雲力虽について 


■冷ぶ巧の;お巧ち力巧 f よ.なみり日 C 9607 
の沿巧を力占哥驗方まにより刚をしま示 
してさましとが，1999を3月立‘ら^1百 
巴日801の則な-ち力巧な敎方ぶじよるを 
示に笠おし主した， 

また.冷堀雨の’;肖を’あ力 a なを配こより 
を化することからその里をはな来の「1 A 
月当たも方み「年間」の相にをおされました. 


■お巧巧わ a の卸を基を[」じじ日 fiOl ) 


巧!巧 

用内.ち留 

巧明巧追]巧 

6をち曲こおを 

鸿; A 冷單 Lt 

なな呈 

由で U 卞 

25巨旧 


[ 卜 >;.! ■-满1¢ 

恥'*玄 

-1日^：む下 

9回 .,' a 

巧で 

ぶ曲庙 

を畴す 

をでな下 

ぉ画日 

?口が％ 

ぶぶ面 

巧.巧呈 

-lenuT 

即日/日 


f ぶま 

巧な716け，な!邸■ぶ曲 f 置曲.巧の问问巧曲モし气 


がレこ入れ る两式化ち巧’•。ど によつてを化します. 


:肖お巧力蓋めま吊 

与 T4; 巧巧巧力面 (.kWh,|’ を ;I 
=1 か X355S||^ 

W 

局运•ぶ度;^ドごでの 1 H 当リ 
のおちを力 atkvviv 曰3 


巧証と アフターサー ビス 


■な ins ; 別憑巧） 

•巧詔ちは、おず ’r お百， t げ口 •販売店を J などのお入を お 拒かめ 
のうえ.眼巧おからお贤ナ取りく ださい., 

• 吾をよくおおみのあと I 大切にが哲してください- 
• なお.音ぶもの械なち1脚品晤專む外のちはこ容賴ください— 

がな轴も 1お固上け曰から1年巧です„ ' 

しだし、冷ホサイクル-ちち n 胜用ファンおよ.ァン t — クーは 
日年問です •） _ 

■補依巧な脂お品のおち期巧 

■当おに、このち巧显のお暗吊ち睛部品をお遍巧巧リ植日年がち 
しています. 

■ 補倍用けお醉をとは .その劫品の梅龍を補持するためじ必要 
な部なてす， 

■ご不明なホや隐巧に関するご巧誌は 

•お贾上げの钱を店かをぶくの「兰参巧措巧理贾 U •ご培战あ口」 
(目リ渾讯にご t 目款くださり. 


■杨堅を巧現されるときは 

『 m ♦かな？と普-三たを J f 7 ベージりこしたうくって期べくどさし、 
なお..不置をがちると封;!，お買上け口)お前互!こご连おくださ. 
♦化な诞巧中は 

を巧に吸しましては，巧註苗をご控示くたさい。お或置の巧定 
じしたがって版巧居がだ I 谓悼进させていたどさま寸， 

♦ がミ正細瞬が埋ぎて t 、るとさは 

が巧すれば巧巧て-をる堵合 I こは.ごを望 I こより巧役さは-「いた 
たさ京す. 

■资哥を 'li 

巧術叫+卽苗れけ出お： H ) などで巧なされています. 

•ご理濟いただきたい巧容 


1.ちを立ををぶろお.巧 
2 .巧右：令ををトァの巧邮じ巧云 

3.を扫’主げ日 だ n R 

•1 .，み隔の化お I :で ■! るだけ写巧のし） 

5.こを巧1计也の巨 Ell むどモ)’1 
白，おを的‘ 巧な 希号，巧巧を至曰 


1愛情おお1 

•を年ご埋用のみ 巧ぶ のみ核を！ 1 

の 

' こんな症巧は 
' ありませんか 

1 

參 W 巧コート.ブックが.肚化1こ阶い. 

♦巧 巧コード にぶ A しトスで'西もかわ舌. 

奉 Ai ' ごく与い巧い/, 4 f ろ 

♦.を 社 化さ- 1 巧こいつもホ-がぶっ？いモ. 

•ビリビリと巧巧と6しる、 

• r のみ。 迈宙古■お巧がわ古， 

► 

ご綱 
や 止 . 

法か PA なな止の/ ：3 ン わ 
ントかな巧ゾラだを fS でして. 

化3•巧巧.在しま4■-々巧を--巧 
苗くとさし 

巧棄時にごを愚 
應います。 

2 なりず 4 月湿 rr のを 巧リヴ イク ルミ. 主でし. し お君さまがご情用巧みの「ぶぶ,軍；を-萬をされる培合は. 呪ち- : 
ぶが おをと円お品化等料を t リサイクル料を）をお 支 もいいただ, S ‘けを品を巧壳巧ゃ m 巧おじ 互; 下に1 
引きおすことが'ホめられていまず， ’— 


4ん=菱電機株式会社 

巧巧 Ji ； 作巧 T 斗巧， お 5 ? け巧町ろ小巧 3 . 16 I 
— 8 — 


巧巧 A 327 H 加 
Q のの 5 iCT け 















































































































































